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【掲揚】 

 正手が国旗をロープに結び付けているときは、副手

は正手の動作に気を配り、国旗を抱えながら掲揚ロ

ープを持ち、正手の動作の支援をする。 

 正手の動作が多いが、副手も同様に重要である。正

手のみが動作中の時、副手は直立不動でまっすぐ前

を向いていること。 

 動作は自信を持って。あわてないよう、十分練習し

ておくこと。特に掲揚の際、他人の準備した国旗を

はずすのは、あわてることが多いので、掲揚手みず

から準備するほうが望ましい。 

 国旗の大きさやタレヒモの長さによって＂Ｃ＂位

置は異なるので、事前に確認すること。 
 

（参考）上記のものを基本とするが、国旗が特に大きい場合につ

いては、副手も“Ｂ”位置に進み正手の補助をする場合が

ある。 

（参考）“Ｃ”位置については上図を基本として行うが、条件に

よっては他の方法等についても考えられる。（下図） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ａ）合図（号令・号笛・手の合図） 

号令：「上げ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｂ）動作の方法 

① 正手は、「上げ」の指示で右手・左手で交互にあげ

綱を滑らかに引き、国旗が冠頭につくまで上げる。

（伴奏音楽がある場合は、これに合わせる）。 

② 国旗が冠頭まで揚がったら全員敬礼をやめる。（ま

た、担当者が「直れ」の指示をする）「直れ」指示後

（指示のない時は一呼吸おいて）正・副手は１歩前

に出て“Ａ”位置に戻る。正手はロープがゆるまな

いよう注意する。 
③ 正手はあげ綱を綱止めに１回巻いてから、副手から

とも綱を受け取り、２本合わせて綱止めに８の字に

巻き、端末を始末する。 
④ 正手は“Ａ”位置に戻り、副手に合図を送って２人

そろって国旗に向かって敬礼をする。 
⑤ 両者その場でまわれ右をし、最短距離を駆け足で隊

列の自分の位置に戻る。 
⑥ 国歌「君が代」を歌う場合は、全員国旗に向かった

まま待機し、掲揚手が戻ってから歌いだす。「君が

代」以外は司会の合図で中央を向いて歌う。 
 

○ 大会・ジャンボリー等、ポール・旗の大きさや参加人

員の規模によって掲揚法は異なるので、注意する。 
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２．国旗の降納法 

（１）隊活動、その他セレモニーの場合 

 

【降納】 

（Ａ）合図（号令・号笛・手の合図） 

   号令：「国旗降納」 

 

 

【降納準備】 

（Ｂ）動作の方法 

掲揚法のほぼ逆順で行う。通常、野外での国旗降納は、

降納手２人、指揮者１人（上級班長・副長等）によって

行う。 

降納手および指揮者は正装で行う。 

 

① 「国旗降納」の指示により、降納手２人は柱の前

“Ａ”位置に進む。 

② 正手の合図で２人そろって国旗に敬礼する。 

③ 正手が一歩前に出て“Ｂ”位置につき、柱よりロー

プをはずし、“Ａ”位置に戻って副手にとも綱を渡

す。ロープをはずす時に渡す方のロープを確認し

ておく事（正手はあげづな、副手はともづなを握

る）。 

④ 正・副手は“Ｃ”位置につき、正手が右手をあげて

準備のできたことを知らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ａ）合図（号令・号笛・手の合図） 

号令：「おろせ」  

 

 

 

 

（Ｂ）動作の方法 

① 「おろせ」の指示で、副手はとも綱をゆっくりと

引く。 

② 降ろす速度は、初めゆっくり、だんだん速くする

（号笛の合図により、作業中の者は、その場で作

業を中止し敬礼を行う）。 

③ 完全に国旗が降りてから、“Ａ”位置に戻りロー

プから国旗をはずす。（主に正手がはずし副手は

国旗を支える。国旗が地面につかないよう注意す

る）。 

④ 正手は２本のロープを輪に結び、１歩前に出て

“Ｂ”位置につき、綱止めにロープを８の字にか

らませる。 

⑤ 正手は“Ａ”位置に戻り副手とともに国旗をたた

む。 

⑥ 指示された方法で国旗を返却する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）国旗が特に大きい場合やロープが太い場合については、副手も“Ｂ”位置に進み国旗

が「おろせ」の合図以前に下がらないように正手の補助をすることも考えられる。 

（注）上記のものを基本とするが、状況によりロープから国旗をはずさず、柱にロープと国

旗とを一緒に結びつけ、正・副手はまわれ右をして、駆け足で隊列の自分の位置に戻

る方法をセレモニー進行上行うことがある。 


